
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１０１０１

基盤研究(C)

2014～2012

高次視覚認知における色の寄与に関する再考と個人差研究によるアプローチ

An approach by individual difference data for color contribution of the visual 
perception.

３０２６０３９２研究者番号：

川端　康弘（Kawabata, Yasuhiro）

北海道大学・文学研究科・教授

研究期間：

２４５３０９０６

平成 年 月 日現在２７   ６ １０

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：シーンの再認やジスト，物体やシーンの変化発見といった高次視覚で扱われる現象の認知モ
デルでは、伝統的に輝度情報の役割が強調され、色情報はあまり考慮されてこなかった。しかし最近、対象物の表面色
やシーン全体の配色が、認知に影響を及ぼすことが示されている。この研究ではデッサン熟達者のシーン再認課題と一
般の人による色識別の知覚学習課題を用いて，色が高次視覚の働きにどのように影響するかを検討した．またこの働き
を媒介する神経基盤についても検討する。色識別や再認において見られる個人差は、高次視覚の可塑性の高さに起因す
るかもしれない。色と認知の関係性は、高次視覚のモデルの中でもう少し焦点をあてて扱うべきだろう。

研究成果の概要（英文）：The traditional theories of scene recognition, scene gist, change detection and 
blindness have emphasized the role of achromatic (luminance) information in high-level vision. However, 
the accumulating behavioral, neuroimaging and psychological evidence indicates that the surface color of 
an object and the coloration of a scene affect their cognition. In this research, we discuss the scene 
recognition of drawing expert and the perceptual learning of hue discrimination task that examines the 
conditions under which color influences the operations of high-level vision and the neural substrates 
that might mediate these operations. Individual difference of color perception and recognition might be 
attributed to the plasticity of high-level vision. The relationship between color and cognition must be 
emphasized in the model of high-level vision.

研究分野：認知心理学
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１． 研究開始当初の背景 
高次視覚システムの中で機能する色認知シ
ステムの特性を研究するには、過去の視覚初
期過程の特徴抽出の研究の場合と同様に、そ
の時空間特性を考慮する必要がある。初期過
程の先駆的研究が色情報の寄与を低く見積
もったのは、この特性を考慮しなかったため
である。最近の高次色認知の研究にもその傾
向があり、結果の多くで色の寄与は低い。 
 
２． 研究の目的 
本研究では、色の特性に適した大局的な時
空間配置を用いて高次色覚認知に関する心
理学的実験を行い、色の寄与を明確にする。
さらに高次の色認知には個人差が顕著にみ
られるため、職業や趣味を通して色との関連
が深い人に参加いただき、彼らの色認識能力
の結果から、高次色処理の個人差について検
討する。 
 
３．研究の方法 
本研究課題では、高次色覚認知における個
人差を示すために以下の２つの見地から検
討する。 
(1) 美術を専攻するデッサン熟達者における
シーン再認記憶と一般の大学生のそれを
比較検討する． 
(2) 100 色相配列検査を用いた健常者の色識
別の研究では性差や個人差が見られるが､
知覚学習によってどの程度識別力が向上
するかを検討する 
 
４．研究成果 
(1)デッサン熟達者と一般大学生グループの
再認記憶を比較した．総試行に占めるヒット
数と正棄却数により正答率を被験者ごとに
求めた。各群における被験者の平均正答率を、
テスト画像の色飽和度の関数として図に示
す。パラメータはテスト画像のカットオフ空
間周波数である。色飽和度とカットオフ周波
数に関しては、分散分析の結果､２要因とも
有意な主効果が見られ、交互作用も有意であ
った。大学生グループ間には有意な差があり
（F (1, 76)=28.712, p <0.001）、美術専攻
大学生の方が一般大学生よりも正答率の成
績が良い。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
上の図は正答画像に対する反応時間の結果
である。両グループ間には有意な差が見られ
（F (1, 76)=13.210, p <0.001）、美術専攻
グループの方が再認判断に要する時間が短
い。カットオフ空間周波数の主効果および両
グループとの交互作用も有意であった。熟達
者の場合、再認画像にぼかしを強くかけても、
判断に要する時間はそれほど増えないこと
がわかる。 
非接触の眼球運動測定装置を用いて、視線
の動きを計測した。測定装置の限界と広範囲
にわたる刺激提示環境の制約から、信頼でき
る最小の時空間範囲はそれぞれ12msと0.9°
（視角換算値）であり、これ以下の単位は切
り捨てた。また縦５分割、横４分割した画面
上の長方形内の位置ごとの停留時間を集計
した。これは記銘段階の結果であり、5 秒間
の記銘時間からサーケードにかかった時間
を除いた固視時間全体を100としたときの割
合（%）で示した。20 の位置に均等に視線を
おいた場合、各停留時間は 5%程度と考えられ
るが、5%を超える停留位置は非常に限定され
る。このチャンスレベル 5%の倍数を基準に、
15%以上、10～15％、5～10%、5～1%、1%未満
の位置ごとに集計すると、両グループとも画
像の中心部分に視線が集中していることが
わかるが、その程度は一般大学生グループの
方が顕著である。また画像の最上段の停留時
間が最も少なく、次いで最下部、中心上段、
中心下段の順に停留時間が長くなっている
のは、両グループとも同じである。 
同グループとも大学生で同程度の年齢の
群であるが、デッサンに習熟したグループは
再認記憶において一般の大学生グループよ
りも高い成績を示した。情景をある程度正確
に記憶することは日常誰もが行っている。こ
の日常的な仕事の遂行において、両グループ
間で明確な違いが見られたことは、情景を見
ながら絵を描く習慣とその過程で身につけ
た描画に関わる様々な技能が、この課題遂行
に寄与する可能性を示唆している。情景描画
は確かに情景再認とは異なる課題であるが、
情景内の対象物やその配置を素早く把握し
たり、それを全体に対して適切に相対化して
限られたスペースのキャンバスに迅速に適
切に描く作業は、情景の認知機能全体の効率
を促進することはあっても、その逆はあまり
考えられない。この描画という作業を一定期



間継続的にあるいは集中的に学ぶことによ
って情景の認知能力は向上するのかもしれ
ない。知覚学習研究においては一般に、ある
程度関連するが直接テスト課題とは関係の
ない訓練課題をこなしているうちにテスト
課題の成績が大きく向上することはよく知
られている（例えば Fahle. and Poggio, T, 
2002)。ここでは学習という手続きは使って
いないが、デッサン熟達者のグループは、情
景を集約的、効率的に把握し表現するという
技能をあらかじめ学習したグループと言え
るだろう。ただ再認能力の違いが直接、描画
学習の効果によると断言するのは早計であ
り、今後異なる課題や指標を用いてこの関係
性を見ていく必要があるだろう。それでも情
景を絵で表現する作業の中に情景の認知能
力を向上させる要素がある可能性は高い。 
 
(2)100 色相配列検査を長期間継続してくり
返し練習させて、学習による習熟の効果を報
告した研究はこれまでほとんど行われてな
い。個人内で色識別力はどの程度向上するの
だろうか。100 色相検査による個人差が、抹
消レベルの3色システムや反対色色システム
の変性によらないならば、色識別力等の色感
度特性の差は高次の視覚過程における個人
間の色の精緻化レベルの違いよるのかもし
れない。現在、学習実験はまだすべて終了し
ていないが、これまでに得られた参加者分の
結果をまとめて以下に示す。図は 100 色相検 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
査の繰り返し回数を横軸に、総エラー値の平
均を縦軸にプロットしており、100 色相検査
と色番号当て課題のセットを計 11 回繰り返
した参加者10名分の平均である。1回目では、
平均 74 程度あった総エラー値が、5回目以降
20 を下回り、10 回目では 5 以下になってお
り、ほぼ 0に漸近する指数曲線によく当ては
まる（床効果）。色識別力の学習による熟練
の効果は明白である。10 名の被験者中、11
回の繰り返しを最短でこなした者は 29 日間
であり（1週間に約 3回のペース）、最長のも
のは 154 日間（2 週間に約 1 回のペース）で
あった。平均の所要日時は 85 日間であり、
参加者によって大きく異なるが、間を空けて
も成績が下がることは少ない。また繰り返し

の間隔は個人内で必ずしも規則的ではなく、
最短で 1日の場合から最長で 3ヶ月にも及ん
だ。にもかかわらず前回よりも成績が下がる
ことはまれで、ほぼ学習効果は保持されてい
た。 
 
＜引用文献＞ 
Fahle, M. and Poggio, T (2002). Perceptual 
learning, Cambridge, Mass : MIT Press. 
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